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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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〈
出
題
〉九
段　

石
榑　

郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉
攻
め
を
急
ぐ
と

失
敗
し
ま
す
。
黒
1
、
3
が

好
手
段
で
す
。

（
5
分
で
二
、
三
段
以
上
）

　
「
内
需
失

調
症
」
と
い

う
重
病
に
か

か
っ
た
日
本

経
済
を
立
て

直
す
に
は
、

雇
用
の
安
定
・
賃
金
の
改
善

が
最
も
有
効
で
あ
る
こ
と
は

自
明
だ
。
な
ぜ
、「
内
部
留

保
の
一
部
を
雇
用
拡
大
・
賃

上
げ
に
ド
カ
ン
と
回
せ
」
と

大
所
高
所
か
ら
傘
下
企
業
に

号
令
を
か
け
な
い
の
か
▼
現

実
は
、
日
本
経
団
連
が
個
々

の
企
業
以
上
に
目
先
の
利
益

に
汲
々
と
す
る
姿
だ
。「
長

期
的
視
野
に
立
っ
た
経
営
」

と
い
っ
た
覚
悟
や
見
識
、
勇

気
が
欠
落
し
、「
財
界
」
の
資

格
な
し
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
▼
主
権
者
・
国
民
が
、
自

公
政
権
へ
退
場
の
審
判
を
下

し
た
よ
う
に
、
団
結
し
た
労

働
者
の
力
で
「
山
」
を
動
か

す
し
か
な
い
。
こ
の
た
た
か

い
に
は
国
民
的
な
支
持
を
得

ら
れ
る
必
然
性
が
あ
る
。
政

権
交
代
と
い
う
新
た
な
情
勢

も
い
か
す
べ
く　

春
闘
は
そ

10

の
幕
を
切
っ
て
落
と
し
た
。

　今今日日、、いのちいのちとと
健康を守　健 康 を 守 るる

　統一行統一行動動
 
調
査
件
数
削
減
し
か
財
源
は
な
い

法人課税課が
各署にメール

【東京地連】　昨年
の12月9日、局法
人課税課は担当補
佐名で署の法人担
当副署長あてに次
のようなメールを
発信。
▼…署の実情を踏
まえ、事務計画件
数に固執すること
なく、状況変化等
があった場合は調
査件数を減少させ
る旨の明確な指示
（職員への伝達）が

必要。調査事務量が減少したにもか
かわらず、職員に無理をさせてまで
計画件数に固執する事務運営は行っ
ていない。
▼…欠損繰戻し還付請求の処理や内
部事務補助者による法人内部事務な
ど、事務や計画上の日数では必要な
対応ができない場合には、「調査件数

を削減するしか財源がない」ので、調査件数を
必要に応じ減少させる。
▼確定申告期における署全体の超勤削減のた
め、法人課税部門の追加事務量支援が生じた場
合はまさに弾力的な運営で円滑な事務運営に
配慮していただきたい。
▼副署長・第1統括官は、事務運営の実施状況
を適時・的確に見極め、バランス感覚を持って
積極的にマネジメントを発揮し、弾力的な事務
運営の推進に努めるようお願いしたい。

　管理運営部門の上席です。信じられませ
ん。申告書入力に多数の人員を配置したた
め、「旧管理の仕事を２名でやれ」と言われ
ました。振替・ダイレクト納税・督促状事
務を含め、たった２名で。
　署長は、私を殺す気ですか？　しかも、
電話が３本あるのに「２名で対応しろ」「総
合窓口にも出ろ。収受にも出ろ」「残りは全
員入力事務に専念させる」と。
　今、署長を訴えたいと心の底から思って
います。
　絶対に「死にます」、何とかして下さい。
今年になって、胃痛と吐き気と胃腸からの
出血が止まりません。
　休んだら仕事が溜まるだけです。担当統
括官もチーフ上席も身体のことは知ってい
ますが、「休んだら」とは一言も言ってくれ
ません。この２人も訴えたいと心の底から
思っています。

私を殺す気ですか？
管運上席から悲痛メール届く

 「分限免職は不公平で違法」
　　元全厚生組合員　人事院に不服申立て

の
発
足
に
向
け
、
民
間
か
ら

千
人
以
上
の
職
員
を
採
用
す

る
一
方
で
、「
年
金
記
録
の

ぞ
き
見
」
な
ど
に
よ
る
懲
戒

処
分
歴
の
あ
る
職
員
を
一
律

に
不
採
用
と
し
、
昨
年
末
５

２
５
人
の
社
保
庁
職
員
を
分

限
免
職
処
分
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
不
服
申
立
て
を
し

た
の
は
、
秋
田
や
愛
知
、
京

都
な
ど
６
都
府
県
の
社
会
保

　

社
会
保
険

庁
解
体
に
伴

い
、
民
間
企

業
の
解
雇
な

ど
に
当
た
る

分
限
免
職
処

分
と
さ
れ
た

問
題
で
、
全

厚
生
労
働
組

合
に
加
入
す

る
元
職
員　
31

人
が
１
月　
18

日
、
処
分
は

不
当
だ
と
し

て
人
事
院
に

不
服
申
立
て

を
行
い
ま
し

た
。

　

政
府
は
日

本
年
金
機
構

険
事
務
所
な
ど
に
勤
め
て
い

た
元
職
員
。
そ
の
う
ち
、
懲

戒
処
分
を
受
け
て
い
な
い
人

が
７
人
い
る
ほ
か
、
不
服
申

立
て
を
検
討
中
の
元
職
員
も

組
合
内
外
に
多
数
い
ま
す
。

　

社
保
庁
職
員
に
対
す
る
分

限
免
職
処
分
に
つ
い
て
、
申

立
人
代
理
人
を
務
め
る
小
部

正
治
弁
護
士
は
「
特
段
の
事

情
が
な
い
限
り
、
全
職
員
の

雇
用
を
引
き
継
ぐ
の
が
ル
ー

ル
だ
」
と
指
摘
し
た
上
で
、

①
機
構
で
欠
員
が
生
じ
、
人

員
削
減
の
必
要
性
が
な
い
こ

と
②
懲
戒
処
分
者
へ
の
不
採

用
は
二
重
処
分
に
当
た
り
違

法
③
「
の
ぞ
き
見
」
に
よ
る

不
採
用
は
著
し
く
不
公
平
な

処
分
と
し
て
、「
分
限
免
職

処
分
の
手
続
き
に
問
題
が

あ
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
解
雇
の
回
避

努
力
義
務
に
つ
い
て
も
「
配

置
転
換
を
や
ろ
う
と
思
え
ば

で
き
た
は
ず
。
再
就
職
支
援

も
形
だ
け
で
、
何
十
年
も
働

い
た
公
務
員
に
非
常
勤
職
員

と
し
て
の
雇
用
を
案
内
す
る

の
は
、
救
済
に
値
し
な
い
」

と
切
り
捨
て
ま
し
た
。　

活
渇

潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟
潟

現
場
の
悲
鳴
、
憤
慨
を
受
け
と
め
ろ

　

体
力
・
気
力
の
維
持
が
大
変
な
確
申
期
に
入
っ
て
い

ま
す
が
、「
分
厚
い
挙
署
一
体
体
制
で
超
勤
縮
減
を
図

る
」と
い
っ
た
情
報
は
ご
く
一
部
に
と
ど
ま
り
、
次
の
よ

う
な
悲
鳴
や
憤
慨
の
声
し
か
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
早
急
に
有
効
な
手
を

打
つ
よ
う
、
長
官
と
各
局
長
に
求
め
ま
す
。

　

全
国
税
は
、
一
人
の
病
人
・
死
亡
者
も
出
さ
な
い
た

め
、
引
き
続
き
、
当
局
追
及
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

　

確
申
事
務
の
従
事
者
を
2

　

月
段
階
か
ら
増
や
し
て

　

▼
昼
間
は
立
ち
っ
放
し
で

ク
タ
ク
タ
、
難
問
連
続
の
相

談
で
ス
ト
レ
ス
だ
ら
け
―
―

「　

分
交
替
」
で
体
力
・
気
力

90を
維
持
さ
せ
て
！

　

▼
5
時
以
降
の
ダ
ラ
ダ
ラ

相
談
な
く
す
た
め
早
い
時
間

に
受
付
は
終
了
し
て
！

　

▼
息
つ
く
間
も
な
く
夜
は

超
勤
で
ヘ
ト
ヘ
ト
状
態
―
―

水
・
金
曜
は
超
勤
な
し
、
と

も
か
く
超
勤
を
減
ら
し
て
欲

し
い
！
そ
の
た
め
2
月
段
階

か
ら　
「
挙
署
一
体
」
体
制
に

移
行
し
て
！

　

署
の
予
算
は
大
ピ
ン
チ

　

庁
局
は
す
ぐ
手
打
っ
て

　

▼
超
勤
や
っ
た
ら
全
額
支

　

管
理
運
営
部
門
は
異
動
期

ま
で
ピ
ー
ク
の
連
続
で
す
。

　

債
権
管
理
業
務
に
加
え
、

窓
口
と
テ
レ
フ
ォ
ン
、
現
金

領
収
、
納
税
証
明
の
発
行
や

閲
覧
へ
の
対
応
―
―
加
え
て

大
量
に
発
生
す
る
入
力
事
務

　

内
部
事
務
以
外
従
事
さ
せ
る
な

払
え
、
た
だ
働
き
は
絶
対
さ

せ
る
な
！

　

▼
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
を
減

ら
す
な
、
増
や
せ
！

　

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
ア
ド
バ

　

イ
ス
は
、「
無
責
任
・
非
効

　

率
」
の
極
み

　

▼
相
談
従
事
者
増
や
し
、

親
切
・
丁
寧
で
ゆ
と
り
の
持

て
る
相
談
に
！

　

▼
個
資
一
体
相
談
は
誤
指

導
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
さ
い
な

ま
れ
る
、
や
め
て
！

　

リ
ピ
ー
タ
ー
防
止
に
逆
行

　

の
「
代
打
ち
・
e
‐
T
a

　

x
」
に
血
道
上
げ
る
な

　

▼
自
書
作
成
者
を
疎
外
、

「
手
ぶ
ら
来
署
者
」「
無
申
告

者
」
は
増
殖
す
る
一
方
だ
！

　

▼
署
内
e
‐
T
a
x
の「
3

　

週
間
程
度
還
付
」
が
超
勤

　

の
新
・
発
生
源
だ
！

（
徴
収
高
計
算
書
、
法
定
調

書
合
計
表
、
役
員
賞
与
等
の

支
払
確
定
情
報
、
個
人
や
法

人
の
申
告
書
・
決
算
書
、
住

宅
借
入
金
等
控
除
計
算
明
細

書
）、
督
促
状
の
抽
出
・
出

力
・
発
送
や
所
得
税
予
定
納

税
通
知
書
発
送
、
は
た
ま
た

標
本
調
査
―
―
７
月
ま
で
繁

閑
の
「
閑
」
は
全
く
な
く
、

「
忙
忙
忙
期
」
の
連
続
で
す
。

　

1
月
中
旬
、
管
理
運
営
部

門
の
上
席
か
ら
、
右
の
よ
う

な
悲
鳴
に
近
い
メ
ー
ル
も
届

い
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
1
月
段
階
で
多
く

の
職
員
が
入
力
業
務
に
割
か

れ
、
債
権
管
理
や
窓
口
・
テ

レ
フ
ォ
ン
、
現
金
領
収
、
証

明
や
閲
覧
対
応
は
限
ら
れ
た

人
員
で
手
一
杯
状
態
で
す
。

　

一
元
化
後
初
の
確
申
期
は

「
管
理
運
営
部
門
の
職
員
に

は
内
部
事
務
以
外
の
仕
事
は

さ
せ
な
い
。
そ
の
た
め
、
文

書
収
受
や
現
金
領
収
か
ら
外

し
、『
や
り
す
ぎ
』
と
思
う
ぐ

ら
い
挙
署
一
体
体
制
で
支
え

る
」
こ
と
が
緊
急
に
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

分厚い挙署一体で超勤減らせ
侠 僑挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

侠 僑挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

「
忙
忙
忙
期
」　

挙
署
一
体
の
対
応
が
カ
ギ

管運部門
大ピンチ

一人の死亡者も病人も出すな
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信
じ
ら
れ
な
い

　
　
「
経
費
削
減
」策

【
九
州
地
連
メ
ー
ル
】

　

申
告
書
と
は
別
の
封
筒

で
納
付
書
だ
け
送
っ
て
き

た
の
は
な
ぜ
か
―
―
１
月

下
旬
、
こ
う
し
た
問
い
合

わ
せ
へ
の
対
応
で
仕
事
が

進
ま
な
い
。　

　

返
戻
郵
便
物
を
開
封
す

る
と
、
そ
こ
に
は
前
回
同

封
し
た
「
説
明
文
」
は
な

く
、
た
だ
納
付
書
と
振
替

葉
書
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付

の
説
明
パ
ン
フ
を
入
れ
た

だ
け
。
説
明
文
が
な
い
の

は
「
経
費
削
減
」
の
た
め

だ
そ
う
で
す
が
、
信
じ
ら

れ
な
い
。

　

結
局
は
、
質
問
や
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
る
現
場
の
実

情
と
乖
離
し
た
局
の
机
上

の
空
論
的
発
想
が
、
こ
こ

で
も
現
場
に
混
乱
を
持
ち

こ
み
、
職
員
を
振
り
回
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
超
勤
規
制

　

の
抜
本
策
を
望
む

【
東
海
地
連
豊
橋
分
会
】

　

昨
年
２
〜
４
月
期
の
超

勤
手
当
支
給
状
況
は
全
体

で
前
年
比　

％
減
（
個
人
・

35

資
産
は　

%
減
）
だ
っ
た
。

40

　

全
体
的
な
超
勤
命
令
も

3
月
５
、　

、　

、　

の
４

10

17

19

日
で
計
８
時
間
―
命
令
回

数
・
時
間
と
も
半
減
し
た
。

　

内
部
・
入
力
、
期
中
処
理

担
当
な
ど
特
定
の
職
員
や

部
門
の
慢
性
的
超
勤
を
検

証
し
、
さ
ら
に
規
制
す
る

よ
う
、
前
年
の
署
長
に
続

き
、
現
署
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
期
待
す
る
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
さ
ん
に

　

不
安
と
不
信
与
え
る

【
東
京
地
連
】

　

複
数
の
署
で
何
の
説
明

も
な
く
、
今
い
る
ア
ル
バ

イ
ト
さ
ん
に
対
し
、「
新
規

募
集
」
に
応
募
す
る
よ
う

求
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
足
ら
な
い
人

手
を
追
加
す
る
た
め
な
の

に
、
既
存
の
ア
ル
バ
イ
ト

に
応
募
さ
せ
る
の
は
な
ぜ

か
」、「
年
齢
が
高
い
人
や

“
口
う
る
さ
い
バ
イ
ト
”
の

整
理
が
狙
い
で
は
…
」、

「
応
募
者
を
採
用
・
不
採
用

で
振
り
分
け
、
違
法
解
雇

（
雇
い
止
め
）
の
批
判
を
回

避
す
る
た
め
で
は
な
い
の

か
」
と
い
っ
た
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
不
安
や
不
信

を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、
各
署
当
局
の
丁
寧
な

説
明
や
対
応
が
求
め
ら
れ

る
の
は
当
然
で
す
。

　

誰
も
異
議
を
唱
え
な

　

か
っ
た
悪
い
体
質

【
近
畿
地
連
】

　

事
業
仕
分
け
で
、
財
務

省
の
電
子
申
請
が
「
廃
止
」

と
判
定
さ
れ
た
。

　

必
殺
仕
事
人
な
ら
ぬ
仕

分
け
人
は
、「
わ
ず
か
１
％

の
利
用
し
か
な
い
も
の

を
、
誰
も
異
議
を
唱
え
な

か
っ
た
の
か
！
」
と
財
務

官
僚
の
責
任
を
追
及
―
―

仕
分
け
の
あ
り
方
に
異
論

は
あ
る
が
、
本
質
を
つ
い

た
こ
の
言
葉
に
は
同
感
。

　
　
　
　
（
略
）

　

現
場
の
声
を
聞
か
な
い

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
「
上
意

下
達
主
義
」
は
、
職
場
に

「
事
な
か
れ
主
義
」
を
蔓
延

さ
せ
、
活
力
低
下
を
招
き
、

組
織
を
腐
敗
さ
せ
る
も
の

で
す
。

〈
解
答
〉
黒
１
の
ツ
ギ
か
ら
３

と
下
が
る
の
が
好
手
段
。
白

１
に
黒
５
で
白
死
で
す
。
黒

１
で
５
は
白
イ
。
ま
た
黒
１

で
イ
は
白
４
黒
１
白
５
で
白

生
き
。
白
２
で
イ
な
ら
黒
ロ

で
白
死
で
す
。

主要民間労組日本経団連
賃上げで分配の
ゆがみ直す必要

企業の支払い能
力に応じて判断

賃　　金 これ以上の水準
低下を許さない

同　上

物価上昇分の統
一ベアを要求

一律のベアはも
はやあり得ない ベースアップ

 ・定期昇給 どの企業でも定
昇分は必ず確保

定昇維持するか
どうか議論必要

雇用安定で国民
の不安解消を

雇用の安定に努
力する

雇　　用 労働時間増やさ
ず新規雇用を

引き続き雇用確
保に努める

格差是正・安全
網整備を求める

長期雇用への門
戸開く姿勢重要非正規職員の

待遇改善 全労働者の処遇
改善に取り組む

個別労使で解決
可能か慎重対応

■　

春
闘
と　

春
闘
で
の
労
使
の
主
張
の
違
い　
　
　
　
　

0９

10

　
　
　
　
　
（
そ
れ
ぞ
れ
上
段
は　

年
、
下
段
は　

年
）

09
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■2010春闘のおもな日程
2月8日　国公労連：政府・人事院に統一要求書提出
2月12日　国民春闘：中央総決起集会
2月15〜3月5日　全労連：地域総行動集中期間
3月4日　春闘共闘：総決起中央行動
3月17日　全労連；第1次集中回答指定日
　　　　（17〜18日　主要民間企業の集中回答日）
3月24日　国公労連：政府・人事院からの最終回答日

　

企
業
側
の

春
闘
対
策
方

針
で
あ
る「
経

営
労
働
政
策

委
員
会
報
告
」

か
ら
見
え
て

き
た
の
は
、

労
働
者
や
中

小
企
業
の
苦

し
み
を
よ
そ

に
、
ひ
と
り

ぼ
ろ
儲
け
を

続
け
よ
う
と

す
る
身
勝
手

な
姿
勢
で
す
。

　
「
危
機
を
克

服
し
、
新
た

な
成
長
を
拓

く
」と
言
う
の

で
あ
れ
ば
、

内
需
転
換
に
切
り
替
え
る
契
機

冷
え
切
っ
た
消
費
に
メ
ス
を

入
れ
、
輸
出
依
存
か
ら
内
需

拡
大
の
経
済
に
切
り
替
え
る

―
―
こ
と
し
の
春
闘
は
、
こ

の
方
向
に
向
か
う
契
機
に
す

べ
き
で
す
。

　

企
業
の
「
埋
蔵
金
」
に
あ

た
る
内
部
留
保
は　

年
間
で

10

４
０
０
兆
円
と
倍
加
し
て
お

り
、
そ
の
一
部
を
取
り
崩
す

だ
け
で
も
大
幅
賃
上
げ
や
非

正
規
労
働
者
の
正
社
員
化
は

可
能
で
す
。

　

し
か
し
、
報
告
は
こ
う
し

た
社
会
的
要
請
に
完
全
に
背

を
向
け
、
国
際
競
争
力
に
勝

つ
に
は
「
総
額
人
件
費
管
理

の
徹
底
」が
必
要
だ
と
し
て
、

賃
上
げ
は
お
ろ
か
定
期
昇
給

の
凍
結
な
ど
賃
下
げ
も
行
う

構
え
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

雇
用
は
努
力
目
標
だ
け

　

報
告
で
は
、「
雇
用
の
安

定
に
努
め
る
」
と
言
う
一
方

で
、
非
正
規
雇
用
増
大
で
貧

困
と
格
差
を
拡
大
さ
せ
た
こ

と
に
反
省
は
な
く
、「
雇
用

調
整
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
え

な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
」

と
し
雇
用
維
持
は
努
力
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

　

非
正
規
労
働
者
の
処
遇
改

善
に
対
し
て
は
、「
見
か
け

上
、
同
一
の
労
働
に
従
事
し

て
い
れ
ば
同
一
の
処
遇
を
受

け
る
と
の
考
え
方
に
は
問
題

が
あ
る
」
と
し
て
、
否
定
的

な
姿
勢
を
露
わ
に
し
て
い
ま

す
。

　

政
府
も
、
正
規
労
働
者
の

賃
金
を
抑
制
し
、
賃
金
水
準

の
低
い
非
正
規
労
働
者
に
シ

フ
ト
し
た
こ
と
が
「
す
そ
野

の
広
い
消
費
と
国
内
需
要
を

生
み
出
す
と
い
う
点
で
、
大

き
な
障
害
に
な
っ
た
」
と
、

分
析
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
が
求
め
る
新
自
由
主

義
ノ
ー
の
変
化
に
対
応
で
き

て
い
な
い
財
界
・
大
企
業
と

対
峙
す
る　

春
闘
―
―
「
大

10

企
業
の
一
人
勝
ち
を
許
さ
な

い
」
転
機
を
つ
く
る
重
要
な

た
た
か
い
と
な
り
ま
す
。

　

労
働
者
軽
視
の
姿
勢
に
固
執

　
　
　
　
　
　

■
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
へ
の
見
解
■

社
会
的
責
任
自
覚
せ
よ

【
全
労
連
・
事
務
局
長
談
話
】 

　
「
脆
弱
な
外
需
頼
み
の
現

状
へ
の
責
任
と
反
省
が
う
か

が
え
な
い
」「
内
需
拡
大
に
よ

る
デ
フ
レ
・
ス
パ
イ
ラ
ル
か

ら
の
脱
却
と
は
相
い
れ
な
い

内
容
」
だ
と
し
、
大
企
業
の

社
会
的
責
任
発
揮
を
迫
っ
て

い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　

総
額
人
件
費
管
理
の
徹
底

や
ベ
ア
困
難
を
主
張
し
て
い

る
点
に
つ
い
て
「
賃
上
げ
を

頭
か
ら
否
定
し
、　

年
代
後

90

半
か
ら
平
均
賃
金
を
引
き
下

げ
、
余
剰
分
を
株
主
配
当
に

回
し
た
労
働
者
軽
視
の
姿
勢

に
固
執
」
と
批
判
。

　

ま
た
、
報
告
が
雇
用
の
安

定
・
創
出
を
打
ち
出
し
た
点

に
つ
い
て
、「
賃
金
よ
り
雇

用
を
重
視
し
た
交
渉
・
協
議

の
重
要
性
」
を
説
く
た
め
の

も
の
で
、
身
勝
手
な
姿
勢
で

あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

ミ
ク
ロ
論
理
と
決
別
を

【
連
合
・
見
解
と
反
論
】

　
「
ミ
ク
ロ
の
論
理
に
終
始

し
、
総
額
人
件
費
抑
制
と
い

う
従
来
の
発
想
か
ら
ま
っ
た

く
出
な
い
」「
こ
う
し
た
経
営

姿
勢
が
、
政
府
の
新
自
由
主

義
的
経
済
政
策
と
あ
い
ま
っ

て
、　

年
に
わ
た
る
長
期
停

20

滞
を
も
た
ら
し
た
」と
指
摘
。

　

そ
し
て
、「
競
争
力
強
化

の
決
め
手
が
コ
ス
ト
削
減
と

い
う
時
代
は
す
で
に
終
わ
っ

た
」
と
断
言
し
、「
付
加
価
値

競
争
力
の
強
化
こ
そ
が
必

要
」
と
強
調
―
―
産
業
の
革

新
力
・
技
術
開
発
力
を
つ
く

る
う
え
で
、
長
期
的
に
安
定

し
た
雇
用
と
労
働
条
件
、
人

へ
の
積
極
的
な
投
資
が
不
可

欠
だ
と
し
て
い
ま
す
。

　

定
昇
見
直
し
に
つ
い
て
、

「
労
使
関
係
の
信
頼
を
揺
る

が
す
重
大
問
題
で
、
容
認
で

き
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

全労連、国民春闘共闘などによる1.19春闘闘争宣言行動。
経団連前でのシュプレヒコール

「国税国会」で処遇や庁舎改善等を要請

　

１
月　

日
、
全
国
税
は

27

「
国
税
国
会
」と
銘
う
っ
た
要

請
を
行
い
、
日
本
共
産
党
財

務
金
融
委
員
・
佐
々
木
憲
昭

衆
院
議
員
が
要
請
の
場
に
か

け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
藤
平
中
央
執
行
委

員
長
は
「
こ
の
間
、
貴
党
議

員
の
国
会
質
問
や
庁
当
局
へ

の
直
接
的
働
き
か
け
な
ど
を

通
じ
て
多
く
の
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
引
き

続
き
協
力
共
同
を
強
め
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

要
請
事
項
の
説
明
に
立
っ

た
阿
部
副
中
央
委
員
長
は
、

「
貴
党
の
国
会
活
動
の
参
考

に
し
て
頂
き
た
い
事
項
に

章
の
制
定
に
つ
い
て
、　

国
（2）

税
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い

て
①
非
常
勤
職
員
の
処
遇
改

善
②
中
高
年
職
員
の
処
遇
改

善
③ 
全
国
税
組
合
員
に
対

す
る
差
別
人
事
是
正
、　

狭
（3）

絞
っ
て
要
請
事
項
を
整
理
し

た
」
と
述
べ
、　

税
制
改
革

（1）

に
つ
い
て
①
当
面
の
税
制
改

正
に
対
す
る
要
望
②
納
税
者

番
号
制
に
対
す
る
全
国
税
の

考
え
方
③ 
納
税
者
権
利
憲

隘
庁
舎
と
設
備
改
善
に
つ

い
て
、
現
状
と
全
国
税
の

要
求
を
説
明
し
、
国
会
質

問
等
で
取
り
上
げ
て
も
ら

う
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　
　

＊　
　
 
＊　
　

＊

　

佐
々
木
議
員
は
、「
新

し
い
政
治
に
な
る
か
と

思
っ
て
い
た
が
、
政
治
と

カ
ネ
や
予
算
案
等
を
み
る

と
不
安
の
方
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
国
民
は
新

し
い
政
治
を
求
め
て
い
る
の

だ
か
ら
、
カ
ネ
の
問
題
に
決

着
を
つ
け
、
早
く
暮
ら
し
を

守
る
政
治
に
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
税
制
や
税
務
行
政

に
つ
い
て
も
、
本
格
的
な
論

戦
を
通
じ
、
菅
財
務
大
臣
を

は
じ
め
新
政
権
が
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
」「
差
別

撤
廃
の
問
題
に
つ
い
て
も
新

し
い
政
権
が
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
も
質
し
て
い
く
、
今

ま
で
と
違
い
、
要
請
事
項
が

実
現
す
る
可
能
性
を
切
り
ひ

ら
く
た
め
、
協
力
共
同
を
強

め
て
い
き
た
い
」
と
の
表
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

社
会
的
責
任
自
覚
せ
よ

　

ミ
ク
ロ
論
理
と
決
別
を

新政権の考え方をただし

  実現の可能性を切りひらく
佐々木
衆院議員

2010春闘

目
先
の
利
益
に
汲
々

日
本
経
団
連
の

  「
経
労
委
報
告
」


